
 

十

六

世

紀

末

に

高

砂

が

在

家

一

〇

〇

〇

軒

と

称

さ

れ

る

港

町

で

あ

っ

た

こ

と

が

朝

鮮

出

兵

の

水

主

役

一

〇

〇

人

か

ら

確

認

で

き

る

こ

と

は

前

に

書

き

ま

し

た

。

そ

の

後

、

池

田

輝

政

に

よ

る

高

砂

築

城

と

港

湾

の

建

設

、

本

多

忠

政

に

よ

る

高

砂

廃

城

と

高

砂

神

社

の

旧

地

移

転

を

含

む

新

た

に

町

割

り

に

よ

っ

て

本

格

的

な

近

世

港

湾

都

市

が

成

立

し

ま

し

た

が

、

江

戸

時

代

の

経

済

成

長

に

と

も

な

っ

て

高

砂

は

都

市

と

し

て

一

層

発

展

を

遂

げ

ま

し

た

。

そ

の

具

体

像

と

し

て

今

回

は

江

戸

時

代

の

高

砂

の

人

口

を

見

て

お

き

ま

し

ょ

う

。

 

 

元

和

の

町

割

り

以

後

、

急

速

に

町

家

建

設

が

進

ん

だ

ら

し

く

、

寛

永

期

（

一

六

二

四

～

四

四

）

に

は

「

大

小

軒

を

つ

ら

ね

て

四

千

軒

」

に

な

っ

た

と

伝

え

ら

れ

て

い

ま

す

。

こ

の

時

期

は

幕

府

が

諸

大

名

を

動

員

し

て

大

規

模

な

大

坂

城

再

建

を

行

っ

て

い

ま

す

の

で

、

そ

の

よ

う

な

建

設

ブ

ー

ム

に

よ

る

好

景

気

の

影

響

が

あ

っ

た

の

か

も

知

れ

ま

せ

ん

が

、

史

料

的

に

は

確

認

で

き

ま

せ

ん

。

 

高

砂

は

そ

の

後

、

人

口

が

減

少

し

て

い

ま

す

。

安

永

二

年

（

一

七

七

三

）
の
「

高

砂

町

方

明

細

帳

写

」

（

船

津

重

次

氏

所

蔵

文

書

）

で

す

が

、

そ

れ

に

よ

り

ま

す

と

棟

数

一

三

三

二

、

竉

数

一

九

三

六

、

人

口

八

〇

九

七

人

で

あ

っ

た

事

が

分

か

り

ま

す

。

ま

た

、

明

和

二

年

（

一

七

六

五

）
の
「

三

町

人

別

高

之

事

」

（

酒

井

家

史

料

）

に

よ

る

と

城

下

町

姫

路

は

一

万

七

〇

六

四

人

、

飾

万

津

六

一

九

〇

人

、

高

砂

八

三

七

七

人

と

な

っ

て

い

ま

す

。

 
こ

の

八

千

人

程

の

人

口

は

現

在

の

都

市

人

口

か

ら

み

る

と

少

な

い

よ

う

に

思

わ

れ

る

か

も

知

れ

ま

せ

ん

が

、

一

村

の

人

口

が

百

人

か

ら

数

百

人

程

度

で

あ

っ

た

江

戸

時

代

で

は

繁

華

な

都

市

で

あ

っ

た

と

言

っ

て

良

い

で

し

ょ

う

。

ち

な

み

に

ほ

ぼ

同

時

代

の

兵

庫

津

は

人

口

約

二

万

人

で

規

模

が

大

き

く

、

室

津

は

約

三

千

人

で

規

模

は

小

さ

か

っ

た

様

で

す

。

ま

た

明

石

は

城

下

町

と

い

う

こ

と

も

あ

っ

て

か

約

九

千

人

、

摂

津

の

西

宮

、

和

泉

の

貝

塚

、

泉

佐

野

と

い

っ

た

大

阪

湾

沿

い

の

港

町

は

七

、

八

千

人

程

度

で

し

た

。

高

砂

は

そ

れ

ら

と

並

ぶ

畿

内

先

進

地

帯

の

中

規

模

港

湾

都

市

と

し

て

流

通

経

済

の

発

展

に

重

要

な

役

割

を

果

し

て

い

た

の

で

す

。

 

（

市

史

編

さ

ん

専

門

委

員

長 

今

井

修

平

） 

た 

か 

さ 

ご 

史 

話 
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～
近
世
都
市
高
砂
の
繁
栄
（
１
）
―
江
戸
中
期
の
人
口

～ 


